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 母乳ノ主要成分デアル脂肪，蛋白質及乳糖二就イテ

分析ヲ行ツタそノデアルガ，コノ三者ノ内乳糖が最モ

個入的鎚異が小サク，脂肪が最モ憂異が大デアツタ．

母乳1009ノ有スル「カロリー」ハ相當廣イ範園ノ攣異

ヲ示スモノデアル．以上ノ三井井ハ並行四二濃淡ヲ示

スモノデナクテ脂肪門下ム乳汁ニハ比較的乳糖が少イ

等ト云フ逆行開係ガアル．コレ等ノ成分ノ濃度ノ差異

ハ乳児ノ護育二大ナル關係ハナイ．
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   盟重及身長ト三圭要成分及ピ比重，網「カロ

   リー」トノ相闘關係
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文 獄

緒

 母乳が人類ノ乳見目トツテ，最良ノ榮養品デ

ァルコトハ論ヲ侯タナイ所デアル．ソノ化學的

組成が乳見ノ磯育二如何昌適合シテ居ルモノデ

論

アルカバ，從來カラ観察サレテ居ル、シカシ乍

ラ從來ノ我國二於テノ観察ヂモ，隊米諸國ガラ

出テ居ル報告デモ母乳ノ組成ハ個人ニヨリ，湘
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當廣イ範園ノ攣異ガアルトサレテ居ル．此ノ母

乳成分ノ差が乳乱獲二二樹シテ影響ガアルや否

やハ，一ツノ問題トナリ得ルト思フガ，一般

Sハ，否定的ナ読が有力デアル様ヂァル．例ヘ

バ’Taschke（i）ハ乳母ヲ選ブ十二，從來十一レテ

來タ乳質二關スル槍査ハ無用デアルト述べテ居

ル．シカシ乍ラ1一方脂肪量ノ多イ母乳ヲ飲ン

ヂ居ル乳見ハ健康デアルト云フ生者（2）モアル．

母ノ榮養改善ニヨリ乳汁ノ脂肪：量が多クナツテ

下見ノ四半昌好影響ヲ與ヘタト云フ報告（3｝モア

ル．今回ノ研究ハ此ノ問題二二シテ，少シク精

細畠観察ヲ行フペク企テランタモノデアル．母

乳ノ成分ハ四一的＝極メテ多種デ，一朝一タニ
                      ，
論ジ得ルモノデハナイガ，榮一品トシテノ立場

カラ，先築一二脂肪，蛋白質，含水炭i素ノ三者

二就イテ粗化學的（grob chemisch）二分析シ，

併セテ比重及ビ総「カロリー」二就テモ観察シ

タ．

研究材料及ビ分析方法

 材料ハ金澤市ノ第三善隣館へ健康相談二來タモノ

ト，昭和16年ノ金澤市ノ乳兇審査會二集ツタモノノー・・

部カラ探取シタモノデ，全例が金澤市在佳者デ母子共

二特別ノ疾病ナシト詔メラレルモノノ115例デアル，

 探乳方法バー方ノ乳房ハ乳児二歓マセ，他ノー方ノ

乳房カラ試験管ヲ當テ・母自身ニシボラセタ．此ノ方

法デハ検査二充分ナル量ヲ得難カツタガ乳児二皮腹ヲ

感ジサセヌ爲メ，及ビ1回ノ授乳ノ全経過ニワタル乳

汁ヲアツメルタメニ止ムヲ得ナカツタノデアル．全量

10ccニモ達シナイ場合モ漏斗アツタ故二分泌量ノ多少

ニヨル選澤ヲサケル意味デ，次ノ如キ少量定量法ヲ国

用シタ次第デアル．       ・

       分 析 方 法

 （1） 脂肪 梅壷5・Occヲ探り，Gelber氏法デ定量

シタ．

 （2）蛋自質 梅盟0・5ccヲ採り，須藤式Mikro－

Kjeldah】装置ヲ用ヒ定量シタ．

 （3）乳糖 梅盟1・Occヲ探り， Kolloid鐵デ除蛋

白シ，W題1】st6dter－Schude1新知ノ方法ヲ用ヒテ富国

シタ，

 脂肪二Gelber氏方法ヲ行フ際二樵盟ヲ原法ノ11・O

ccヨリモ減少（4・5）サセルコトハ既二試ミラレテ居ルコ

トデアリ，叉蛋白質及乳糖ハコノ定量法が從來行ハレ

テ居ルMak ro－Kjeldah1法官ビ清水氏ノ．乳糖定量法二

比シテ，殆ソド誤差ノナイコトヲ充分確メテ謡本島民

ヲ行ツタ．

 比重ハOstwald型ノ小比重計ヲ作ツテ測ツタ．

 糖「カロリー」ハ普通二行ハレテ居ル方法㈹‘從ツテ

脂肪ノ％二9ヲ乗ジ，蛋白質，乳糖ノ％ニハ各々4ヲ

乗ジテ合計シ1GO9二就テノ総「カロリー」ヲ計算シタ・

成

 1．脂肪，蛋白質，乳糖ノ濃度

第1表二示シタ様二，夫々ノ亭均値ハ脂肪

績

3．20％，蛋白質1．17％，乳糖7．32％デ，今迄＝

本邦母乳ノ分析値トシテ報告（7－11）サレテ居ルモ

第1表  三主要成分ノ濃度（％）
●

成    分 脂   肪 蛋 白 質 乳   糖

牛均値（M±m） 3．20士0．140 1．17±0．015 7．32±0．041
サ

李均偏差（σ±mσ） 1．450±0．100 0．156±0．OlO 0．438±0．029

攣異係数（V±m・） 45．81±3．60 13．30士0．89

ノト大差ハナイ．干均偏差ヲ比較スルト蛋白質

が最小ヂ，脂肪が最大デアルガ，攣異係数二付

イテ見ルト脂肪が甚ダ大デアリ，45．8ナル敏値

ヲ示ス．蛋白質ハソレニ次ギ13．3デ，乳糖が約

［ 88 ］
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6．0デアツテ最モ小デアル．母乳成分ノ個人差

ハ脂肪＝於テ最モ甚シク，乳糖二丁テハ最：モ小

サイトイフコト昌ナル．母乳ノミニヨリテ榮養

セラレテ居ル例ノ白白値ト混合榮養ヲ行ハレテ

居ルモノノ亭均値ヲ比較スルト次ノ如クデァ
ル’．

成 分。

脂  肪

蛋白質
乳  糖

例  籔

母乳

3．20

1．16

7．36

100

 混合榮養ノ例藪が少ナイカラ，

デアルトハ云ヘヌガ，混合榮養ヲ行ツテ居ル場

合，EPチ母乳不足ノ累累ソノ乳汁ハ蛋白質二曹

ミ，脂肪，乳糖＝乏ボシイ傾向ガアル様デア

7V．

  2．比重及ビ総「カロリ■一・・」

 比重及ビ総「カロリー」ノ平均値等ハ次ノ如ク

ヂアル．

李均値
（M土m）

李均偏差
（ tr ±Ma）

攣三四歎
（v士m・）

混合

2．90

1．27

7．02

15

ソノ差ハ確實

 比  重    網「カロリー』

1．030 ±0●00020   61．8 土1．20

0．0023±0．00015   12．70士0．84

O．22 ±O．O1 20．6士1．OO

 比重ノ李均値幅1．030織目報告サレテ居ル本

邦婦人母乳ノ成績ト大差ハナイ．而シテ李均偏

差ハ甚ダ小ヂ，三二係数モ著シク小サイ．母乳

成分ノ大部分が水分ヂアル以上當然ノコトデア

ラウ．

 母7L IOOg ＝付イテノ総「カロリー」ノ雫均値

ハ61・8ヂ，成書二學ゲラレタ数値二比シテ相工

大キイ攣異ヲ示シテ居テ，大ee 40カラ100ノ間

二分布シテ居ルトナシ得ルノヂアル．成書例ヘ

パ：Feerノ小見科書＝ハ65カラ75回目数値が學

ゲラレテ居ルガ，今回分析シタ母乳一計ヨリモ

ハルカニ大ナル攣異ヲ示シタ．同書ニハ脂肪ハ

1．3～9．0トシテアル．コノ脂肪値ダケカラ見テ

モ65～75ハ最大，最小ノ範園ヲ示スモノデナイ

コトが推定出來ル．故ニコノ数宇ハ正常ノ範園

ヲ示スモノト雪下スベキデアラウ．

 母乳ノミヂ榮養サレテ居ル例ト，混合早戸ヲ

行ツテ居ルモノトノ亭均値ヲ比較スルト次ノ如

クデアル．

         母乳

  比  重   1．e31

  総「カロリー」   62．4

帥チ母乳不足ノ場合sハ，

混合

1．030

57．8

り一」モ乏シイ傾向が見ラレル，

タ様＝脂肪及乳糖ノ濃度が低イタメヂアル．

  3．出産後月数及ビ母ノ年齢トノ半平

 出産後ノ千軍別二母乳各成分濃度ノ平均ヲト

ルレ次ノ第2表ノ如クデアル．

ソノ乳汁ハ「カロ

 勿論前＝述べ

第2表  出産後月数別平均値

月  数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
1年0

`1年2
1年3～

脂  肪 2．3 3．2 3．0 3．5 3．6 2．7 3．4 2．9 3．0 4．0 3．0 3．4 2．6 3．2

蛋白質 1．31 1．40 1．16  1 1．20 1．09 1．11 1．14 1．09 1．22 1．09 1．04 1．14 1．21 1．

乳  糖

? 重

7．00
@  11，030

7．36

P，031

7．16
P．0311   1

7．24

P，030

7．29

P，030

7．29

P，030

、lllll 7．29

P，031

7．38

P，031

7．32

P，031

7．50

P，031

7．30

P，030

7．04

P，030

7．1

P．0

カロリー 54．2
163．8

60．2 64．7 65．8 57．7 63．4 59．9 61．5 69．5 61．3 64．3 55．8 62．

例  数
3［ 5 ・2i 13 8 16． 5 12 8 4 6 11’ 5 7

 蛋白質二於テハ出産後約2ケ月未満マデハ高

ク其ノ後3ケ月カラ約1年マデハ著シイ高低二

化ナク滞1年過ギルト再ビ高クナル傾向が見ラ

レル．藤井。4）氏モ母乳分泌ノ初期ニハ初乳ノ性

質ノ名残リヂアラウカ，蛋二二が多ク，一旦減

少シテ分泌末期デ再ピ高クナル様二丁テヲラレ

ル．他ノ成分＝ツイテハ今回ノ成績ヂハー定シ

タ傾向ヲ認メ難カッタ．

［ 89 ］
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 母ノ年齢トノ二男ヲ観察スルト次ノ第3表ノ

如クSナル．但シ母ノ年齢ハ藪へ年ヂァル．

第3表 母ノ年齢別丁均値

母年齢 ～25 26～30 31～

脂  肪 3．2 3．1 3．0

蛋三二 1．17 1．17 1．19

乳  糖 7．15 7．32 7．50

  隔? 重 1，030 1，031 1，031

カロリー 61．7 62．2 62．2

例  敬 19 48 23

 母上ノ年齢が進ム＝從テ，僅カノ差ヂアルが

脂肪が減少シ，乳糖が増加スル傾向が見ヘル．

蛋白質ニツイテ田川定シタ傾向が見ナイ．

 Degkwitz（1）氏ハ15～20歳ノ間ノ母ノ乳汁が最

モ榮専領が高ク，35～40歳ノ母ノ乳汁ハ最モ榮

養償が少イト述べテ居ル．脂肪が減少スル以上

「カロリー」モ減少スル筈ヂアルガ，今回ノ研究

ヂハ例救ノ少イタメノ偶然的誤差デアラウガヵ

・ル傾向ハ詮明出馬ナカツタ．

  4．三主要成分，比重玉総「カロリー」闇ノ

    相關關係

   i）三主要成分間ノ相關關係

 母乳成分ノ濃度二相當程度ノ個人的攣異ノァ

ルコトハ以上デ明瞭デフルガ，コノ濃淡が各成

分並行シテ現ハレテ居ルモノヂアルカ否カヲ見

ルタメニ，各成分濃度間ノ相關係藪ヲ計算シテ

見タ．

     成 分   相關十一（r±mr）

   蛋白質ト脂肪  0．105±0．C92

   脂肪ト乳糖 一〇．29娼＝0．085

   乳 糖ト蛋白質   一一〇．272±0．082

 蛋白質ト脂肪ハ極メテ僅カナ中底關ヲ示ス．

即チ僅カデハアルが並行二二ガアル様デアル．

乳糖ト脂肪，乳塘ト蛋白質トノ夫々ノ間ニハ約

一〇．3ノ逆相關ヲ示シテ居ル．即チ脂肪及蛋白

質二富ム乳汁ニハー般的二見テ，乳糖ノ少ナイ

傾向ガアルト云ヒ得ル．蛋白質ヲ論外トシテ考

ヘルト，脂肪モ乳糖モ「カロリー」源トシテ主要

ナモノヂアルガ，一方が減ズレバー方が増加シ

テ「カロリー」ノー定ヲ保ツガ如ク，自然ノ調節

が働イテ居ルカノ様二思バレル．総「カロリ・一」

ハ後＝モ示スガ如ク，脂肪：量ニヨツテ殆ド決定

サレルノデハアルガ，ソノ攣異係敷ハ脂肪ノ46

＝比シテハルカニ小サク約20ヂアルノハコノ逆：

下平ノ満面デアラウ．コノ逆相關ニハ前ノ出産

後月敷別ノ各成分ノ雫均値＝テ解明瞭二厚田レ

ナカツタガ，初乳ハ蛋白質及脂肪二一ミ，乳糖

二乏シイノが特徴ヂアル等ノ出産後ノ乳汁成分

ノ時期的攣化モ・一部ノ原因トシテ與ツテ居ルモ

ノトモ思バレル．

   ii）三主要成分ト比重及総「カロリP」ト

     ノ相關關係

  成分   比重（r±mr） 糖「カロリー」（r±mr）

  陪旨  月方    一〇・571±O・063    0・998±；0。0002

  蛋白質  一・O．071士0．093  0．159±0．091

 孚L  糖    十〇．345±0．082   一一〇．128±0．092

 脂肪ハEmulsionトシテ乳汁中ニアリ且ツソ

ノ比重：ノ輕イタメニ乳比重トノ關係ハ逆相関ヲ

示シ，．乳糖ハ溶液トシテ存在スルタメニ比重ヲ

高メルコトハ當然デアル．叉蛋白質ハソノ量が

非常二少イタメニ比重二殆ンド影響シナイノハ

當然デアラウ．

 総「カロリe・…」ギ封シテハ脂肪ハ殆ンド十1・0

ノ柑關係撒ヲ示シタ，「カロリー」ノ大部分が脂

肪ノ占メル所ヂアリ，且ツ乳糖及ビ蛋白質ハ攣

異が小サイノヂアルカラ，カ・ル数値ヲ示シタ

モノヂアルガ，コノコトカラ母乳ノ「カロリ”」

ノ概略ノ値ヲ得ル＝ハ脂肪量ヲ定量スルノミヂ

事足リルト云ヒ得ル．乳糖ト総「カロリー」ガ逆

相關ヲ示シタノハ乳糖ト脂肪ノ逆相關二原因ス

ルモノデアラウ．

  5．稜育トノ丁丁

 乳見ノ獲育ノ評債法ニハ種々ノ：方法が考ヘラ

レ得ルガ，骨骸ハ各月齢ヲ併セテ計算スル便宜

上，次ノ如キ方法＝ヨツタ．今回ノ研究二於テ

ハ乳見ノ禮重ト身長トヲ測定シタノミヂ他ノ測

度ハ測ラナカツダノデァルガ，ソノ身長，艦重

ヲ東大讐學部小児科教室ヨリ稜表サレテ居ル乳

［ ee ］
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見隔心標準表S照シアハセテ當該月齢ノ標準量

トノ差ヲ求メタ．且ツソノ差ヲ標準量デ除シ

タ．帥チ月齢別標準量：二比較シテ何％小サイ

カ，或ハ大キカヲ計算シタモノヂアル．コノ率

ヲ以テ假＝ソノ乳見ノ獲育度ヲ表現シヤウト試

ミタ．ソノ稜育度ト三主要成分，比重二二「カ

ロリー・…」トノ間ノ相關係歎ヲ算出シタノヂアル．

コノ統計ノ材料トシテハ瀟2ケ月以上，満1ケ

年以下ノ乳見ノミヲ選ビ且ツ混合榮養見ヲ除外

シタモノヂアル．2ケ月未漏ヂハ出生時ノ三態

ガアマリニモ大キク影響スルダラウト考ヘラ

レ，満1ケ年以上ナレバ殆ンド全部が離乳二食

ヲ撮iツテ居り混合榮養児ヂ勿論ソノ榮養歌態ハ

母乳ノミニ左右サレナイカラデアル．

   盟重及身長ト三主要成分及比重，

    縛匡『カロリー」トノ相關關係

成分

脂 肪

蛋白質

乳 糖

比 重

 総「カロリー」

盟重二就イテハ蛋白質，脂肪及ビ絡「カ・り

饅重（・土mr）

一一 Z．092±O．106

一一 Z．og2±o．1e6

 0．152±O．105

 0．142±O．105

 0．032＝ヒO．108

 身長（・±m・）

 0．e89土0．117

－0．012士0．118

一一 Z．042土0．117

－0．034士0．118

 0．056±O．117

P」トノ間ニハ殆ンド無相關デアル．乳糖及ピ

比重トノ聞ニハ少シク順相關ヲ示ス．自ロチ乳見

ノ三重獲二二封シテ脂肪ノ多少ハ關係ナク，乳

糖ノ多少ハ關係スルト言フコト＝チルノデアル

ガ，コノコトハ非常二興味ノアルコトデアツ

テ，更＝ゴノ現象が確實ナリヤ，：叉原因が何虞

ニアリヤト云フ黙二就イテ吟味サルベキデアラ

ウ，

 乳糖ト禮重四二比重ト禮重トノ口回ガヨク似

タ下値ヲ示シタノハ二者聞二順相關ガアルカラ

デアラウ．

 身長トノ關ノ相關係数ハ全部二二近イ藪値ヲ

示シタ．

 シカシ乍ラ，以上ノ艦重トノ相關係数ハ順ト

イヒ，逆ト云フモ，小サイモノヂアリ，且ツ統

計學的ニモ確實性ヲ誰明出來ヌ程度デアル以上

實際問題トシテハ，孚L免爽育ト脂肪，蛋白質，

乳糖ノ濃度或ハ総「カロリー」，比重トハ大ナル

關係ハナイトシタ方が安當デアルト考ヘラレ

ル．但シ我等ノトツタ薫育度ノ表現法二謝謝ガ

アツテコVラノ斗酒が明瞭二現ハレナカツタノ

カモ知レナイノデアノL．

総

 金澤市在住婦人ノ母乳115例二就イテ，脂肪，

蛋白質，乳糖ノ定量ヲ行ツ汐ノヂアルガ，ソノ

結果ハ從來報告サ1ノテイル如ク，乳糖二二蛋白

質量ハ個人差が小サク，脂肪：量ハ最モ個人的二

二が大ヂアツタ．而シテコノ三者ノ濃淡ハ並行

的ナモノデナク，脂肪ノ少ナイ乳汁ニハ乳糖量

ハ比較的多イ等トイフ逆行關係ノアルコトが謹

明サレタ．

 乳見ノ獲育ト母乳ノ成分トノ間ニハ，今回分

析シタ脂肪，蛋白質，乳糖ノ三者ノ濃度及ビ比

重，「カロリー」二就イテハ大ナル關係ガナイト

考ヘル．但シ不確實ヂアルガ，脂肪二富ム母乳

ヲ飲ム乳見ヨリモ，乳糖二二ム母乳ヲ飲ンヂ居

ル心見ノ方が艦重二於テ優ツテ居ル檬デアル．

 要スルニ乳見ニトツテハ母乳ハ最良ノ食品ヂ

括

アツテ，質ノ多少ノ差ハ論ズルニ足ラヌモノ

ヂ，充分ナル量が與ヘラレルコトが最モ重要ナ

問題ト考ヘラレル．シカシ乍ラ母乳ノ量が充分

ナリや否やヲ決定スル際二，我々が日常二行ツ

テ居ルが如キ哺乳：量測定ヲ以テ，標準量ノ哺乳

が行ハレテ居ルや否やヲ見ルダケデ目白ダ危瞼

デアラウ．母乳不足ノ場合ニハソノ乳汁ノ「カ

ロリー」バー般ノ乳汁二比シテ少イ傾向ガァリ，

且ツ乳汁1009ノ持ツ纏「カロリー」b“40一一一100三

二分布シテ居ルノデアル故二標準哺乳量ノミヲ

目標ニシテ母乳ノ過不足ヲ決定スルトキハ「カ

ロリー」不足二三1サレル乳見が相上等生スルト

考ヘラレル．

  終り＝臨ミ御指導及御校閲ヲ賜りタル大谷教授，

 三二御助言ヲ賜ツタ皐三田助教授二謝意ヲ表スル．
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